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１．はじめに

　トランプ政権の具体的な政策はまだ明らかでな

いが、反グローバル化と保護主義的な方向性を志

向する傾向がみられることは気になる。本日は、

なぜ今こうした動きが米国で生じているのか、そ

のことが今後国際金融システムにどのような影響

を与える可能性があるのかについて、歴史的かつ

政治経済学的な観点から一緒に考えていければと

思っている。

　トランプ政権の誕生は、Brexitを決めた英国の

国民投票や最近の欧州各地の選挙結果と反グロー

バル化という点で共通している。この背景につい

ては、米国の国際経済学者ダニ・ロドリックが著

書『グローバリゼーション・パラドクス』で示し

た、経済のグローバル化、国家主権、民主制の全

てを同時には追求できないという「政治的トリレ

ンマ」がもたらした問題という分析が最も的確で

ある。例えば、Brexitは、EUの統合という経済

のグローバル化を進める中で、自国のことは自分

で決めたいという国家主権への拘り、すなわち、

ブラッセルの見ず知らずの官僚に日常生活の細か

いことまで規定されることは耐え難いという誇り

高き英国国民の思いが、国民投票という形で民主

主義を貫徹した結果、抑えきれなくなった面が強

い。EUにとどまって経済便益を得るためには、

欧州議会に権限を委譲して国家主権をあきらめる

か、国民投票で民意にきちんと応えるという民主

主義をある程度放棄するしかなかった。

　トランプ政権の誕生は、反グローバル化や反エ
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